
ト
ー
ク
と
文
楽
鑑
賞
の
集
い
を
開
催

▼
十
月
二
十
日
、

日
本
銀
行
旧
館
に

て
「
明
日
に
つ
な

ぐ
『
日
本
の
伝

統
・
日
本
の
こ
こ

ろ
』
〜
文
化
と
経

済
の
ま
ち
　
日
本

橋
か
ら
〜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

（
名
橋
「
日
本
橋
」
保
存
会
と
日
本
銀
行
に
よ

る
共
催
）。
第
一
部
の
ト
ー
ク
で
は
白
石
真
澄

東
洋
大
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
現
代
に
お
け
る
「
伝

統
」
の
意
義
等
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
の
文
楽
で
は
、
人

間
国
宝
・
吉
田
文
雀
氏
ほ
か
の
方
々
に
よ
り

「
曽
根
崎
心
中
　
天
神
森
の
段
」
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
客
の
皆
さ
ん
は
幽
玄
な
人
形
さ

ば
き
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催

▼
十
二
月
二
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
金

融
広
報
中
央
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
金
融
教
育

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
に
続
い
て
二
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年

は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
知
り
た
い
！

受
け
た
い
！
お
か
ね
の
授
業
」
と
題
し
、
い
と

う
せ
い
こ
う
さ
ん
の
進
行
の
も
と
、
先
生
役
の

池
上
彰
さ
ん
ら
に
よ
る
小
中
学
生
に
向
け
た
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
公
開
授
業
が

行
わ
れ
、
会
場
も
一
体
と
な
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
か
ね
に
つ
い
て
学
べ
る
仮
想
の
街

「
知
る
ぽ
る
と
タ
ウ
ン
」
で
は
、
参
加
し
た
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
講
談
や
マ
ジ
ッ
ク
、
ク

イ
ズ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
お
か
ね
や
金
融
全
般
に
つ
い
て
、
楽
し

く
学
ぶ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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■時代を読み解くキーワード「動詞」シリーズ
インタビューの第４弾のテーマは「生きる」。
永遠のベストセラー『般若心経』を、今を生
きる人々の実感から読み解かれた作家・新井満
先生に、この難しいテーマについてお聞きしま
した。大地震や大病など、生きることを自ら深
く見つめなければならない大変なご経験をされ
ておられるからこそ、空即是色の面に光を当て
た先生の自由訳は、読む者の心に暖かく染み込
むのだと思いました。
■「対談」の伊藤滋先生は、欧州の歴史ある街
並みの美しさを一言で要約すると、「屋根の文
化」にあるとされます。住む人がお互いに約束
事をし、決められたことはきちんと守る。まさ
に、福島県下郷町大内宿には、息をのむほど美
しい茅葺き屋根の街並みが現存していました。
まるで黒澤明監督の時代劇映画のセットかと思
うほどの完璧な美しさ。一旦失われかけた街並
みを取り戻すためにどれほどの時間と労苦を費
やされたことか。観光地として有名になる中、
商業主義に流されぬよう踏ん張り続ける保存会
の皆さん。未来の人たちも、この美しい大内宿
を観て現代に生きるわれわれと等しく感動でき
るよう、願って止みません。 （AU）
■日本銀行の仕事内容は「アジアの中の中央銀
行」としての要素もある。今回のやさしい金融
経済教室はそう締め括っています。日本は今、
先進国としてアジア諸国へ協力・援助を行って
います。これから先の未来、アジアの中の日本は
どんな姿になっていくのでしょうか。願わくは
今の努力が実った未来でありますように。（IA）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、
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ル形式で日本銀行ホームページ上に掲載しています
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本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）をご覧

下さい。
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企
画
展
「
お
金
と
福
の
神

―
お
札
に
描
か
れ
た
大
黒
様
―
」

を
開
催
中

▼
一
八
八
五
年

に
発
行
さ
れ
た

最
初
の
日
本
銀

行
券
に
は
七
福

神
の
一
つ
で
あ

る
大
黒
様
が
描

か
れ
て
い
た
た

め
、「
大
黒
札
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
本
企
画
展
で
は
「
お
金

と
福
の
神
」
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
間

二
〇
〇
七
年
三
月
四
日(

日)

ま
で

※
休
館
日
は
、月
曜
日
、
年
末
年
始
（
十
二

月
二
十
九
日
〜
一
月
四
日
）

場
所

貨
幣
博
物
館

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
一
―
三
―
一

お
問
合
わ
せ
先

〇
三
‐
三
二
七
七
‐
三
〇
三
七

本
店
見
学
の
ご
案
内

▼
明
治
二
十
九
年
に
建
て
ら
れ
た
日
本
銀
行

本
館
、
一
〇
〇
年
以
上
使
用
さ
れ
た
旧
館
地

下
金
庫
を
始
め
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
旧
館
建
物
内
部
を
ご
覧
頂
き
な
が
ら
、

日
本
銀
行
の
歴
史
や
業
務
内
容
を
ご
説
明
致

し
ま
す
。

見
学
予
約
申
込
先

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
広
聴
担
当

〇
三
‐
三
二
七
七
‐
二
八
一
五
　
　

見
学
日

平
日
の
み
（
十
二
月
二
十
九
日
〜

一
月
四
日
を
除
く
、
入
場
無
料
）

最初の日本銀行券「大黒札」
（兌換銀券10円券）


